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　おおむかし，地球ができたころは，岩や石ころだらけで，生き
ものはいませんでした。
　地球では，およそ40億年前に，海で生命が誕生したと考え
られています。
　その後，水の中で小さな生きもの（単細胞のバクテリア）が
生まれて，やがて陸に上がり呼吸をする生きものが現れ，長い
年月をかけてさまざまに進化してきました。
このように，生命は「水」を母として生まれたといわれています。

地球誕生４６億年前から現在に至るまでを１年にみたてると，生命の誕生は１月中旬，

人類の誕生は１２月３１日の大みそかになります。
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出典：環境省　中・高生のための生物多様性ハンドブック 「いのちはつながっている」より










